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Ⅲ 実施協議報告書 
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実施協議 

 

 本案件の実施協議は、JICA グアテマラ駐在員事務所により 2006 年 9 月に行われた。

同協議では、主に事前調査以降のプロジェクトの PDM の変更点についてグアテマラ

国側関係者と検討され、その結果が R/D 及びミニッツに纏められた（付属資料 1～4.

参照）。  

 

１－１ 主要参加者 

【グアテマラ国側関係者】 

(1) 農牧食糧省（MAGA） 

Ricardo Santacruz        畜産大臣  

Armando Palomo            プロジェクト調整・海外協力・信託局副局長  

Danilo González             プロジェクト調整・海外協力・信託局担当官  

Edwin De Leon       経理部担当官   

Renè Juàrez                 総務担当官  

Eduardo Cifuentes            MAGA ケツァルテナンゴ担当官  

Ramon Walter Perez       MAGA トトニカパン担当官  

Alex Salazar          MAGA ソロラ担当官  

 

(2) 農牧科学技術庁（ ICTA）  

Mario Moscoso               ICTA 所長  

Tomás Silvestre Garcia       CIAL 場長  

 

(3) 大統領府企画庁（SEGEPLAN）  

Maria Castro Mazariegos    政策次官  

 

【日本国側関係者】 

(1) JICA グアテマラ駐在員事務所  

三澤 吉孝        所長  

光岡 真希        企画調査員  

 

(2) 農牧食糧省 

永井 和夫          個別派遣専門家 

 

＊他の参加者については付属資料 5 を参照 

 

 

 

 



Ⅲ－4 

１－２ 協議内容 

１－２－１ PDM 内容の変更  

第二次事前評価調査を通じて提案されたプロジェクトの PDM（以下、「PDM 原案」

という）の表現が、本邦側関係者から判り難いとの指摘が相次いだことから、プロ

ジェクトのコンセプトは変えずに、より簡潔に、表現や組み合わせを変えること、

及び補足文を加えることで、理解し易い案件内容となるよう再整理を行った。主な

修正点は以下の通り。  

また、修正後の PDM は付属資料 2 参照。  

(1) 成果 1～4 

PDM 原案では、MAGA 県事務所、ICTA、普及員等、実施者が異なる活動が 1

つの成果の中に混在していることから、誰が誰のために活動を行うのかが明確

になっていなかった。同時に、同じステップを経る活動であるにもかかわらず、

分けて書いている事項（「 ICTA の技術」、「 ICTA 以外の持つ技術」、成果 3（MAGA

の普及システム）、成果 4（NGO、その他関係機関の普及システム）等があり、

似た様な内容の活動が繰り返し記載されていた。そのため、(a)MAGA 県事務

所及び CIAL 職員が実施し、達成しなければならない成果、(b)普及者が実施し、

達成しなければならない成果、(c)農民が実施し、達成しなければならない成果

に分類することで、実施者とその対象者を明確にすることを試みた。  

 

(2) 成果 4 

PDM 原案には入っていなかった成果であるが、同調査団帰国後の報告を行っ

たところ、 JICA 関係者から、「自立発展性に繋がるよう他地域への展開のため

の布石を打っておくべき」との強い指摘があった。そこで実施協議において組

み込んだものである。  

 
(3) プロジェクト目標の表現の変更  

PDM 原案では、「マーケティング」と明記されていたが、マーケティングに

関する活動内容は、情報提供のみであることから、その他の活動分野と同様に、

前面に出すことを避け、農業技術普及という言葉の中に纏めることとした。マ

ーケティングに係る活動は原案どおり実施する。  

 

１－２－２ その他の合意事項 

(1) 指標の具体的数値及び Plan of Operation（実施計画：PO）については、プロ

ジェクト開始後早期に策定を行うこととする。  

(2) プロジェクト実施にあたっては、先住民の伝統的手法に配慮する。 

 



Ⅲ－5 

 

 

付 属 資 料 

 

 

 

 

1．R/D（西文）  

2．ミニッツ（西文）  

3．R/D（英文）  

4．ミニッツ（英文）  

5．参加者リスト   
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LISTADO  DE INVITADOS  AL  ACTO DE FIRMA DEL RD,  PROYECTO  MAGA-JICA 
sobre Transferencia de Tecnologia en el Altiplano. 
 
No. Nombre Institucion/Depto. 
1 Sr. Yoshitaka Misawa Representante Residente JICA 
2 Srita. Maki Mitsuoka Asesora en Formulacion de proyectos de desarrollo rural, JICA 
3 Dra. Glenda Martìnez Asesora de Cooperacion Tècnica, JICA 

4 Sr. Nobuaki Hanawa 
Asesor de JICA en Cooperacion tècnica y financiera  

JICA/SEGEPLAN 
5 Ing. Kazuo Nagai Experto en Polìticas Agrìcolas, JICA/MAGA 
6 Sr. Takahiro Yamauchi Primer Secretario Embajada del Japòn 
7 Lic. Joaquìn Bàmaca Fortalecimiento de Consejos de Desarrollo, SCEP 
8 Lic. Marìa Castro Mazariegos Subsecretaria de Polìticas Globales y Sectoriales, SEGEPLAN 
9 Ing. Mario Moscoso Gerente General de ICTA 

10 Ing. Tomàs Silvestre Garcìa Coordinador del CIAL, ICTA 
11 Ing. Josè Francisco Rodrìguez Coordinador de UGD-MAGA 
12 Lic. Edwin De Leon Coordinador Unidad Financiera-MAGA 
13 Lic. Renè Juàrez Coordinador Administrativo MAGA 
14 Danilo González Cooperación Externa y Fideicomiso 
15 Ing. Armando Palomo Cooperación Externa y Fideicomiso 
16 Ing. Ricardo Santa Cruz Viceministro de Ganaderia 
17 Ing. Eduardo Cifuentes Coordinador MAGA, Quetzaltenango 
18 Ing. Ramon Walter Perez Coodinador MAGA, Totonicapàn 
19 Lic. Alex Salazar Coordinador MAGA, Sololà 
20 Ing. Carlos Heer Arana Asesor Viceministro, VISAN 
21 Dr. Danilo Cardona Asesor Viceministro, VISAN 
22 Ing. Ramon Canek Coordinador de Produccion Comunitaria, VISAN 
23 Dr. Josè Luis Secaira Director Ejecutivo de VIVAMOS MEJOR 
24 Lic. Josè Luis Siguil Director Ejecutivo de CEDEPEM 
25 Sr. Romulo Gonon Seleccionado a Japón para Beca 
26 BENEFICIARIOS 12 Beneficiarios de los 3 departamentos 
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